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ボーリング柱状図
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表面の25cmは非常にルーズな崩落
岩片が優勢。
以深、ロームを主体に
φ5～30mmの角礫を不均質に混じ
る土質から成る。
風化著しく、岩芯まで組織破壊さ
れ、脆弱な岩性を呈している。
コアは外周が粘土化した棒状形に
て採取され、圧指で容易に崩れる
。内部は割れ目と認識できる細か
い層理が多発しており、網目状の
薄層細片礫の形状から成る。

2.8m以深、幾分か風化・変質が弱
くなり、脆性さも低下する。
5cm内外の棒状コアにて採取され
る箇所あり。

3～5cm程の棒状コアを主体に採取
できる。弱風化・弱変質区分の性
質となり岩種判定が容易に行える
。
ハンマー軽打撃で鈍い音を発して
簡単に割れる～ボロボロに砕ける
硬度区分に相当し、軟岩質のコア
硬度を呈する。
亀裂は斜状方向の閉塞クラックを
大半として、局所で網目状に発達
する。

6～7.8m間、細かい亀裂目から軽
い衝撃で分離し易いが、外力を与
えない状態では5～50cmの棒状コ
アを主体とする。しかし、硬度の
低下を伴い、外周は粘土化してお
り、カッターで傷ができる。

7.8m以深、ガラス質の珪酸を混在
。風化・変質の頻度が高くなり、
簡単に割れる～崩せる膠結度合い
にある。
割れ目として認識ができない状態
を主とする。
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